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一般質問 町政を問う ５名８件の質問

（4月26日）

－ 釧路川総合水防演習・広域連携防災訓練（６月17日） － － 釧路川総合水防演習・広域連携防災訓練（６月17日） － 
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第二回定例会・報告

総 額 平
成
二
十
九
年
度

平
成
二
十
九
年
度

二
十
九
年
度

二
成
二
十
九
年
度

補
正
予
算
可
決

補
正
予
算
可
決

・町有財産補修費、解体事業等　4,080万円
・地域おこし協力隊募集　446万円（諸費）
・道路新設改良費　3,414万円
・国保事業会計へ　4,000万円繰り出し

・多和平木柵及び案内看板の補修
・虹別小学校教員住宅新築
・磯分内公民館分館の解体
・虹別中学校寄宿舎の解体
・外国語指導助手の増員

第
二
回
定
例
会

一般会計補正予算
　１億6,791万９千円の追加

主
な
事
業

報
告
第
３
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
会
計
終
了
に
伴
い
、
３
月
31

日
付
け
の
平
成
28
年
度
標
茶
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
12
号
）
が
報
告
さ
れ
議
会
は
こ
れ
を

承
認
し
ま
し
た
。

報
告
第
４
号

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
調
製
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
総
務
費
・
農
林
水
産
業
費
・
災

害
復
旧
費
な
ど
総
額
６
億
７
，
４
６
５
万
７
千

円
が
平
成
29
年
度
へ
の
繰
越
と
し
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

４
件
の
条
例
改
正
が
あ
り
、
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

議
案
第
34
号

●
標
茶
町
食
材
供
給
施
設
条
例
を
廃
止

　

食
材
供
給
施
設
が
郷
土
館
機
能
移
転
の
た
め

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
35
号

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

　

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　

正

　

農
業
委
員
会
の
委
員
が
町
長
の
任
命
制
に
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
委
員
の
報
酬
額
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
36
号

●
標
茶
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

　

正

　

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
化
に
伴
い
保
険

料
水
準
の
統
一
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
み
す
え

て
、
激
変
緩
和
の
観
点
か
ら
７
年
間
を
か
け
て

基
礎
課
税
額
分
の
所
得
割
額
を
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。

議
案
第
37
号

●
標
茶
町
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
標
茶
町

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

　

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

　

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

　

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

改
正

　

関
係
法
令
改
正
に
よ
る
規
定
整
理
に
よ
る
も

の
で
す
。

報　
　

告

条
例
の
一
部
改
正
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本
年
２
月
の
道
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

で
、「
法
定
外
繰
入

　
　
　
　
　
　

廃
止
の
補
て
ん
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　

保
険
料
値
上
げ
は
す
べ
き

　
　
　
　
　
　

で
は
な
い
。
法
定
外
繰
入

　
　
　
　
　
　

は
市
町
村
の
裁
量
で
は
な

　
　
　
　
　
　

い
の
か
」
と
の
質
問
に
対

　
　
　
　
　
　

し
、
道
は
、「
法
定
外
繰

　
　
　
　
　
　

入
は
市
町
村
の
判
断
で
行

　
　
　
　
　
　

わ
れ
る
も
の
」
と
答
弁
し

　
　
　
　
　
　

て
い
る
。「
法
定
外
繰
入
」

　
　
　
　
　
　

は
今
で
も
高
す
ぎ
る
国
保

　
　
　
　
　
　

税
に
対
し
て
、
町
が
住
民

　
　
　
　
　
　

福
祉
、
生
活
を
守
る
た
め

　
　
　
　
　
　

や
む
を
得
ず
と
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
優

　
　
　
　
　
　

れ
た
施
策
で
は
な
い
の
か
、

　
　
　
　
　
　

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
は
法
定
外
繰
入

　
　
　
　
　
　

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組

　
　
　
　
　
　

み
を
言
い
つ
つ
、
法
定
外

　
　
　
　
　
　

繰
入
は「
市
町
村
の
判
断
」

　
　
　
　
　
　
「
禁
止
で
き
な
い
」と
言
っ

て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
広
域
化
に
よ

り
、
低
所
得
世
帯
ほ
ど
税
が
重
く
の
し
か

か
っ
て
く
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の

も
と
で
、
住
民
と
身
近
に
接
す
る
本
町
が

今
ま
で
ど
お
り
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
入
を
し
、
負
担
軽
減
を
行
い
、
住
民
の

福
祉
と
く
ら
し
を
守
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　

法
定
外
繰
入
は
、
保
険
税
負
担
の
抑

　
　

制
を
図
る
た
め
経
済
政
策
と
し
て
実

施
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
都
道

府
県
化
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
税
の

法
定
外
繰
入
は
全
道
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
段
階
的
に
解
消
す
べ
き
も
の
と
指
導
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
住
民
の
税
金
を
国
保
に
投
入
す

る
こ
と
は
、
町
財
政
に
重
い
負
担
を
か
け

る
こ
と
、
他
の
法
定
外
繰
入
の
な
い
地
域

の
住
民
と
の
間
で
不
公
平
で
あ
る
こ
と
か

ら
今
回
の
改
正
を
機
に
、
法
定
外
繰
入
の

解
消
、削
減
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
案
第
25
号

車
両
の
取
得
に
つ
い
て

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
29
人
乗
）

　

取
得
価
格　

１
０
，
６
３
２
，
１
３
０
円

議
案
第
26
号

車
両
の
取
得
に
つ
い
て

　

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
（
８
ト
ン
級
）

　

取
得
価
格　

９
，
１
９
４
，
５
８
０
円

議
案
第
27
号

車
両
の
取
得
に
つ
い
て

　

除
雪
ド
ー
ザ
（
13
ト
ン
級
）

　

取
得
価
格　

１
９
，
７
０
２
，
９
８
０
円

議
案
第
28
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
上
多
和

３
・
４
地
区
排
水
路
復
旧
工
事

　

契
約
金
額　

５
０
，
３
８
２
，
０
０
０
円

議
案
第
29
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
川
上
団
地
改
良
住
宅
Ｋ

−

１
号
棟
住
環
境
改
善
事
業
建
築
主
体
工
事

　

契
約
金
額　

１
４
２
，
７
７
６
，
０
０
０
円

議
案
第
30
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
桜
南
町
営
住
宅
建
替
事
業

（
Ｍ

−

４
号
棟
）
建
築
主
体
工
事

　

契
約
金
額　

５
０
，
８
６
８
，
０
０
０
円

議
案
第
31
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
桜
南
町
営
住
宅
建
替
事
業

（
Ｍ

−

５
号
棟
）
建
築
主
体
工
事

　

契
約
金
額　

５
０
，
６
５
２
，
０
０
０
円

議
案
第
32
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

郷
土
館
展
示
機
能
移
転
施
設
改
修
建
築

主
体
工
事

　

契
約
金
額　

１
０
６
，
３
８
０
，
０
０
０
円

議
案
第
33
号

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　

事
務
所
移
転
に
よ
る
住
所
変
更
に
伴

い
、
規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

一般質問

町
政
を
問
う

一 般 質 問

問

答

条
例
以
外

法定外繰入をし国保税の値上げを行わないこと 深見  　迪               
議員

町　長 　法定外繰入の解消を目指す
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農
作
業
機
械
の
大
型
化
と
コ
ン
ト
ラ

　
　

ク
タ
ー
を
利
用
す
る
農
家
の
増
加
に

伴
い
、
農
道
で
の
交
差
が
困
難
な
状
況
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
対
策
と
し
て
退
避

場
の
設
置
、
取
り
付
け
道
路
の
改
修
、
交

差
点
の
拡
幅
等
の
整
備
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
法
面
の
崩
落
な
ど
近
年
の
集
中

　
　
　
　
　
　

豪
雨
に
よ
り
町
道
の
傷
み

　
　
　
　
　
　

も
多
い
。
グ
レ
ー
ダ
ー
な

　
　
　
　
　
　

ど
で
の
修
復
だ
け
で
は
限

　
　
　
　
　
　

界
が
あ
る
。
点
検
を
し
、

　
　
　
　
　
　

町
道
の
強
度
化
な
ど
の
対

　
　
　
　
　
　

策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る

　
　
　
　
　
　

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

旅
行
シ
ー
ズ
ン
と
農
繁

　
　
　
　
　
　

期
が
重
な
り
、
ツ
ー
リ
ン

　
　
　
　
　
　

グ
旅
行
者
と
農
作
業
者
と

　
　
　
　
　
　

の
不
慮
の
事
故
が
過
去
に

　
　
　
　
　
　

は
あ
り
、
離
農
に
追
い
込

　
　
　
　
　
　

ま
れ
る
事
態
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

ツ
ー
リ
ン
グ
旅
行
者
と
の

　
　
　
　
　
　

事
故
に
つ
い
て
、
町
は
実

　
　
　
　
　
　

態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

　
　
　
　
　
　

て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
よ
う
な
事
故
防
止

　
　
　
　
　
　

と
安
全
、
安
心
な
農
作
業

　
　
　
　
　
　

を
保
障
す
る
た
め
に
も
、

　
　
　
　
　
　

看
板
の
設
置
や
注
意
喚
起

　
　
　
　
　
　

の
方
策
を
講
じ
て
は
ど
う

　
　
　
　
　
　

か
。　

　

保
護
者
の
希
望
に
応
じ
て
言
語
指
導
が

必
要
と
判
断
し
た
子
に
つ
い
て
は
、
審
査

判
定
を
受
け
、
言
語
障
害
特
別
支
援
学
級

が
望
ま
し
い
場
合
は
言
語
支
援
学
級
を
設

置
し
、
言
語
の
通
級
指
導
が
望
ま
し
い
と

判
定
さ
れ
た
児
童
生
徒
に
つ
い
て
も
言
語

障
害
特
別
支
援
学
級
ま
た
は
通
級
指
導
教

室
に
お
い
て
通
級
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

4

一般質問
　
　

北
海
道
は
保
育
料
の
第
二
子
の
無
料

　
　

化
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

実
施
に
あ
た
っ
て
年
収
６
４
０
万
円
以
下

と
い
う
所
得
制
限
の
撤
廃
を
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
３
歳
児
未
満
に
限
る
と
い
う
年

齢
制
限
を
無
く
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　

保
育
料
に
よ
る
町
の
収
入
は
、
本
年
度

の
予
算
で
、
一
時
保
育
、
延
長
保
育
を
除

け
ば
全
体
で
４
，
６
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ

る
が
、
将
来
的
に
保
育
料
の
無
料
化
を
視

野
に
入
れ
、
当
面
第
一
子
の
保
育
料
を
半

額
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

北
海
道
で
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日

　
　

か
ら
多
子
世
帯
の
保
育
料
負
担
軽
減

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、

第
二
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
を

無
償
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
在
７

名
が
道
の
軽
減
対
象
に
な
る
。

　

他
に
も
子
育
て
応
援
を
し
て
い
る
の

で
、
所
得
制
限
や
年
齢
制
限
の
撤
廃
は
考

え
て
い
な
い
。

　

第
一
子
の
保
育
料
半
額
に
つ
い
て
は
、

国
や
道
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
負
担
の
あ

り
方
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
「
こ
と
ば
の
教
室
」
は
、
文
部
科
学

　
　

省
の
特
別
支
援
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
特
別
支

援
学
級
の
児
童
生
徒
の
多
く
は
言
語
に
も

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
重
複
障
が
い
の
子

が
多
い
。

　

言
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
、
普
通
学
級
あ
る
い
は
他
の
特
別
支

援
学
級
か
ら
一
定
の
時
間
通
い
、
言
葉
の

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
「
こ
と

ば
の
教
室
」
を
設
置
し
「
こ
と
ば
の
通
級

指
導
」
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

言
語
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童

　
　

は
、
小
学
校
２
校
で
５
名
い
る
。
重

複
障
が
い
等
で
言
語
指
導
を
受
け
て
い
る

児
童
は
１
名
い
る
。　
　
　

問答

問

答

深
見　
　

迪
議
員

北
海
道
の
保
育
料
制
度
独

自
拡
充
を
機
に
保
育
料
の

更
な
る
軽
減
を

小
学
校
及
び
中
学
校
に「
こ

と
ば
の
教
室
」
開
設
を

問

深
見　
　

迪
議
員

基幹産業にふさわしい農道整備の充実を 渡邊  定之               
議員

町　長 　今後も取り組んでいきたい

ひまわり保育園 
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３
月
定
例
会
で
食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー

　
　

の
建
設
場
所
が
虹
別
の
離
農
跡
地
に

予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
話
が
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
交
渉
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
が
西

別
川
関
係
の
漁
業
者
と
の
話
し
合
い
の
内

容
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
今
後
の
見
通
し

は
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
伺

　
　
　
　
　
　

い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
３
月
17
日
と
22

　
　
　
　
　
　
　
　

日
に
関
係
す
る
２
つ

　
　
　
　
　
　

の
漁
協
が
食
肉
加
工
セ
ン

　
　
　
　
　
　

タ
ー
に
反
対
す
る
決
議
が

　
　
　
　
　
　

あ
り
、
さ
ら
に
強
い
反
対

　
　
　
　
　
　

が
示
さ
れ
た
。
食
肉
加
工

　
　
　
　
　
　

施
設
整
備
検
討
委
員
会
で

　
　
　
　
　
　

は
経
過
を
含
め
、
今
後
の

　
　
　
　
　
　

推
進
方
針
な
ど
も
検
討
確

　
　
　
　
　
　

認
し
、
５
月
30
日
根
室
管

　
　
　
　
　
　

内
漁
協
組
合
長
会
・
根
室

　
　
　
　
　
　

管
内
さ
け
ま
す
増
殖
事
業

　
　
　
　
　
　

協
会
と
の
協
議
を
持
っ
た

　
　
　
　
　
　

と
こ
ろ
で
あ
り
、
上
流
域

　
　
　
　
　
　

に
暮
ら
す
も
の
と
し
て
こ

　
　
　
　
　
　

れ
ま
で
の
流
域
保
全
の
取

　
　
　
　
　
　

り
組
み
や
今
後
展
開
で
き

　
　
　
　
　
　

る
取
り
組
み
な
ど
を
説
明

　
　
　
　
　
　

し
、
さ
ら
に
は
排
水
処
理

　
　
　
　
　
　

計
画
な
ど
説
明
し
理
解
を

　
　
　
　
　
　

求
め
た
。

　

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

建
設
予
定
地
を
進
め
る
こ
と
が
最
優
先
で

あ
り
、
下
流
域
関
係
者
と
継
続
協
議
し
、

ご
理
解
い
た
だ
く
べ
く
作
業
を
進
め
て
い

く
。

5

一般質問
　
　

現
在
の
道
路
は
古
く
、
狭
い
も
の
で

　
　

あ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。
待
避

所
の
設
置
や
交
差
点
の
拡
幅
は
、
安
全
な

交
通
の
確
保
と
農
作
業
の
効
率
化
に
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
町
道
の
強
度
に
つ
い
て
は
、
緊
急
度
、

優
先
度
を
考
慮
し
、
対
処
し
て
い
く
。

　

旅
行
者
と
農
作
業
者
の
交
通
事
故
対
策

は
、
関
係
団
体
と
協
力
を
し
、
交
通
安
全
運

動
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

健
康
づ
く
り
推
進
運
動
の
重
要
な
役

　
　

割
を
果
た
し
て
き
た
生
涯
学
習
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
運
動
の
分
野
で
は
、

今
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
を
地
域
に

根
付
か
せ
る
た
め
に
も
、
専
任
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

生
涯
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
仕
事
が
健

康
づ
く
り
指
導
中
心
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
は
、
ま
す
ま

　
　

す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
認
識
し
て
い

る
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
募
集
を
行
っ
て
い
る

が
現
在
は
欠
員
で
あ
る
。
引
き
続
き
確
保
に

努
力
し
て
い
く
。

　

生
涯
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
今
後
本

来
の
仕
事
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
健
康
づ
く

り
運
動
指
導
員
の
増
員
を
し
て
課
題
解
決
を

し
た
い
。

　

今
ま
で
の
地
域
の
取
り
組
み
の
中
で
得
た

ア
イ
デ
ア
等
提
言
し
て
ほ
し
い
。

問 答

問

答

渡
邊　

定
之
議
員

生
涯
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

確
保
が
必
要
で
は
な
い
か

答

食肉加工センター建設の見通しは 黒沼 俊幸               
議員

町　長 　継続協議を進める

と畜場建設予定地 
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一般質問

　
　

北
海
道
は
、
林
業
作
業
員
長
期
就
労

　
　

促
進
と
し
て
、
林
業
労
働
者
へ
の
助

成
事
業
を
平
成
５
年
か
ら
開
始
し
た
。
林

業
労
働
者
の
育
成
・
確
保
を
総
合
的
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
就
労
日
数
に

応
じ
１
４
０
日
以
上
２
５
０
日
を
上
限
と

し
て
奨
励
金
を
支
給
す
る
も
の
で
、
北
海

　
　
　
　
　
　

道
と
市
町
村
が
１
−
２
、

　
　
　
　
　
　

事
業
主
・
作
業
員
が
１
−４

　
　
　
　
　
　

を
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
も

　
　
　
　
　
　

の
で
す
。
加
入
要
件
は
、

　
　
　
　
　
　

事
業
主
が
中
小
企
業
退
職

　
　
　
　
　
　

金
共
済
制
度
又
は
林
業
退

　
　
　
　
　
　

職
金
共
済
制
度
に
加
入

　
　
　
　
　
　

し
、
作
業
員
も
被
共
済
者

　
　
　
　
　
　

で
あ
る
こ
と
等
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

事
業
体
の
中
で
も
加
入

　
　
　
　
　
　

し
て
い
る
方
と
加
入
し
て

　
　
　
　
　
　

い
な
い
方
が
い
る
と
聞
い

　
　
　
　
　
　

て
い
る
。
奨
励
金
制
度
は

　
　
　
　
　
　

林
業
労
働
者
か
ら
大
変
喜

　
　
　
　
　
　

ば
れ
て
お
り
優
秀
な
林
業

　
　
　
　
　
　

労
働
者
を
確
保
す
る
う
え

　
　
　
　
　
　

か
ら
も
全
事
業
者
の
加
入

　
　
　
　
　
　

を
図
る
た
め
、
事
業
主
・

　
　
　
　
　
　

本
人
負
担
分
を
町
が
負
担

　
　
　
　
　
　

す
る
考
え
は
な
い
か
。
助

　
　
　
　
　
　

成
対
象
年
齢
が
満
65
歳
未

　
　
　
　
　
　

満
と
な
っ
て
い
る
が
65
歳

　
　
　
　
　
　

と
い
う
年
齢
は
ま
だ
働
き

　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
て
、
憩

　
　

の
家
か
や
沼
の
経
営
を
さ
れ
て
い
る

㈱
標
茶
町
観
光
開
発
公
社
の
経
営
に
対
し

て
、
昨
年
９
月
の
全
員
協
議
会
で
第
38
期

決
算
書
等
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

指
摘
を
さ
れ
現
在
も
協
議
が
続
い
て
い
る

の
で
、
以
下
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
　
　
　
　
　

①
中
で
も
第
三
者
の
手
に

　
　
　
　
　
　
　

よ
る
監
査
の
必
要
性
は

　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
５
月
29
日
の

　
　
　
　
　
　
　

全
員
協
議
会
で
も
話
さ

　
　
　
　
　
　
　

れ
た
「
朝
令
暮
改
」
を

　
　
　
　
　
　
　

繰
り
返
す
こ
と
を
避
け

　
　
　
　
　
　
　

る
た
め
に
も
再
度
確
認

　
　
　
　
　
　
　

す
る
。
町
監
査
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　

対
し
て
地
方
自
治
法
第

　
　
　
　
　
　
　

１
９
９
条
第
７
項
の
規

　
　
　
　
　
　
　

定
に
基
づ
く
監
査
を
町

　
　
　
　
　
　
　

監
査
委
員
に
要
請
し
て

　
　
　
　
　
　
　

頂
き
た
く
思
う
が
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

  

②
町
が
出
し
て
い
る
出
資

　
　
　
　
　
　
　

金
、
あ
る
い
は
平
成
29

　
　
　
　
　
　
　

年
３
月
31
日
ま
で
の
期

　
　
　
　
　
　
　

限
で
町
条
例
に
よ
り
貸

　
　
　
　
　
　
　
　

し
付
け
た
１
，
０
０
０
万

　
　
　
　
　
　
　
　

円
の
未
納
が
発
生
す
な

　
　
　
　
　
　
　

ど
、
と
て
も
正
常
な
経

　
　
　
　
　
　
　

営
と
は
思
え
な
い
、
現

　
　
　
　
　
　
　

在
の
経
営
状
況
と
今
後

　

こ
の
会
社
を
ど
う
運
営
を
す
る
か
、
貸

　

し
付
け
た
金
は
い
つ
頃
返
済
の
見
通
し

　

に
な
る
の
か
、
新
聞
報
道
に
よ
る
と
町

　

条
例
に
よ
り
貸
し
付
け
た
１
，
０
０
０

　

万
円
の
支
払
い
を
先
延
ば
し
し
た
と
の

　

報
道
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
引
き
延
ば

　

し
を
す
る
た
め
の
規
約
・
条
例
等
が
存

　

在
す
る
の
か
町
民
に
分
か
り
や
す
く
説

　

明
を
求
め
る
。

③
経
営
責
任
は
観
光
開
発
公
社
社
長
に
あ

　

る
が
、
金
銭
的
に
不
安
が
生
じ
た
ら
資

　

金
は
町
が
出
す
の
が
第
三
セ
ク
タ
ー
で

　

あ
る
。
と
５
月
29
日
の
全
員
協
議
会
で

　

説
明
し
て
い
た
が
間
違
い
な
い
か
説
明

　

を
求
め
る
。

④
何
故
に
取
締
役
会
は
自
ら
金
融
機
関
に

　

融
資
を
求
め
な
い
の
か
説
明
を
求
め

　

る
。

⑤
観
光
開
発
公
社
は
支
配
人
選
任
に
重
き

　

を
置
い
て
い
る
が
、
私
は
監
査
役
は
更

　

に
重
要
と
思
う
の
だ
が
、
現
在
は
１
名

　

欠
員
で
あ
る
。
町
長
は
こ
の
現
状
を
ど

　

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

　

い
。

　
　

標
茶
町
財
務
規
則
に
よ
り
債
権
管
理

　
　

の
手
続
き
を
定
め
、
町
に
対
し
て
支

援
を
求
め
て
い
る
。

　

地
方
公
共
団
体
と
民
間
が
共
同
出
資
し

公
共
性
の
高
い
事
業
を
行
う
こ
と
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
が
支
援
を
す
る
も
の
と
解

釈
し
て
い
る
。
公
人
で
あ
る
町
長
が
資
金

支
援
を
行
う
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
国

の
見
解
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

定
款
21
条
に
お
い
て
監
査
役
は
株
主
総

会
に
お
い
て
選
任
す
る
こ
と
か
ら
準
備
を

し
て
い
く
。

問

答

森林作業員への奨励金負担を上乗せするべき 鈴木  裕美               
議員

町　長 　林業担い手育成・確保に努力する

問

㈱標茶町観光開発公社への町監査委員による監査請求について 櫻井  一隆               
議員

町　長 　出資団体への監査を要求していく

憩の家  かや沼
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矢
臼
別
演
習
場
騒
音
対
策
と
し
て
茶

　
　

安
別
の
一
部
実
施
さ
れ
て
い
る
。
住

民
の
願
い
で
も
あ
る
対
策
事
業
地
域
の
拡

充
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

地
域
拡
大
に
つ
い
て
防
衛
局
へ
検
討

　
　

し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い

る
。

　
　

憩
の
家
か
や
沼
の
営
業
不
振
に
至
る

　
　

原
因
究
明
を
明
ら
か
に
し
、
自
立
再

建
が
可
能
で
あ
る
か
。

　
　

今
後
、
改
善
計
画
を
ベ
ー
ス
に
ス

　
　

タ
ッ
フ
を
確
保
し
経
営
の
建
て
直
し

を
図
っ
て
い
く
。

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
の
供
用

　
　

開
始
は
約
10
ケ
月
後
に
迫
っ
て
い

る
。
昨
年
の
６
月
定
例
会
で
維
持
管
理
業

務
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
町
内
事
業
所

の
参
加
等
に
つ
い
て
も
含
め
て
ど
の
よ
う

な
内
容
で
検
討
し
て
い
る
の
か
現
在
の
作

業
状
況
は
。

　
　

町
内
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
担

　
　

当
者
レ
ベ
ル
で
今
後
検
討
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

　
　

西
別
川
上
流
域
の
植
樹
活
動
を
毎
年

　
　

行
な
っ
て
い
る
が
、
流
域
に
は
町
有

地
も
多
く
、
ま
た
、
地
域
の
方
が
利
用
さ

れ
て
い
る
土
地
も
あ
り
、
河
川
の
汚
染
に

十
分
配
慮
し
た
対
応
を
す
べ
き
だ
と
思
う

が
。　
　
　

　
　

今
一
度
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て
河
畔

　
　

林
を
整
備
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　

最
近
道
路
の
痛
み
（
特
に
ア
ス
フ
ァ

　
　

ル
ト
）
が
ひ
ど
い
。
保
守
点
検
は
定

期
的
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
危
険
な
箇
所

も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
早
急
に
対
応
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
緊
急
性
に
応

　
　

じ
て
対
処
し
て
い
く
。

一般質問・総括質疑

盛
り
な
の
で
、
北
海
道
に
対
し
年
齢
制
限

の
引
き
上
げ
を
要
請
を
す
る
べ
き
だ
。
町

広
報
誌
に
各
種
退
職
金
共
済
制
度
の
周
知

を
す
べ
き
。

　
　

森
林
整
備
担
い
手
対
策
推
進
事
業
と

　
　

し
て
実
施
し
本
年
度
は
40
名
の
助
成

を
図
る
事
と
し
て
い
る
。
林
業
従
事
者
も

担
い
手
不
足
と
高
齢
化
が
進
み
雇
用
動
向

等
注
視
し
林
業
推
進
協
議
会
の
意
見
も
伺

い
検
討
す
る
。

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の
周
知
に
つ
い

て
は
税
制
上
の
優
遇
制
度
等
の
情
報
提
供

等
、
一
層
の
推
進
を
図
る
。

　

町
発
注
の
事
業
請
負
業
者
に
つ
き
ま
し

て
は
共
済
制
度
の
加
入
が
条
件
で
あ
り
、

今
後
も
林
業
担
い
手
育
成
確
保
に
向
け
た

通
年
雇
用
化
や
就
業
環
境
の
改
善
な
ど
促

進
し
て
い
く
。

総　
括　
質　
疑

予
算
審
査
特
別
委
員
会

問

答

本
多　

耕
平
議
員

「
騒
音
対
策
を
進
め
る
べ
き
。」

答「
原
因
究
明
こ
そ
再
建
へ
の
道
。」

問答

熊
谷　

善
行
議
員

問答 「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
の

維
持
管
理
業
務
の
委
託
は
。」

渡
邊　

定
之
議
員

「
西
別
側
流
域
の
河
川
環
境
の

今
後
は
。」

問

答菊
地　

誠
道
議
員

「
町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
聞
く
。」

問答

道路パトロール
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選
任

◆
選
任
第
１
号

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

総
務
経
済
委
員
会
７
名
・
厚

生
文
教
委
員
会
６
名
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。（
最
終
ペ
ー
ジ
の

常
任
委
員
会
構
成
を
参
照
く
だ

さ
い
。）

◆
選
任
第
２
号

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。（
最
終
ペ
ー

ジ
の
常
任
委
員
会
構
成
を
参
照

く
だ
さ
い
。）

◆
報
告
第
１
号

「
標
茶
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

　

各
税
項
目
に
お
い
て
関
係
法

令
改
正
に
よ
る
規
定
整
理
等
で

す
。

◆
報
告
第
２
号

「
標
茶
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　

軽
減
措
置
に
係
る
軽
減
判
定

所
得
等
の
算
定
方
法
の
変
更
と

関
係
法
令
の
改
正
に
よ
る
規
定

整
理
で
す
。

　

私
は
、
議
案
第
36
号
「
標
茶

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
」

に
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行

い
ま
す
。

　

今
回
の
条
例
の
一
部「
改
正
」

は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
都

道
府
県
化
で
、
保
険
者
が
市
町

村
か
ら
北
海
道
と
市
町
村
の
共

同
運
営
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の

で
す
が
、
端
的
に
言
え
ば
保
険

税
率
の
上
昇
が
そ
の
内
容
で
あ

り
ま
す
。

　

北
海
道
の
国
保
運
営
方
針
で

は
、「
決
算
補
て
ん
等
を
目
的

と
し
た
法
定
外
一
般
会
計
繰
入

等
に
つ
い
て
、
解
消
・
削
減
す

べ
き
赤
字
と
し
て
、
段
階
的
な

解
消
に
取
り
組
む
」
と
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
高
す
ぎ
る
国
民

健
康
保
険
税
を
抑
え
、
町
民
の

負
担
を
減
ら
し
国
保
税
の
値
上

げ
を
行
わ
な
い
で
来
た
町
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
本
町
の
施

策
が
、
国
保
の
都
道
府
県
化
に

よ
り
段
階
的
に
実
施
し
な
く

な
る
と
い
う
提
案
で
あ
り
ま

す
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
今
ま

で
年
平
均
約
７
，
０
０
０
万
円

の
一
般
会
計
の
法
定
外
の
繰
り

入
れ
を
７
年
間
か
け
て
段
階
的

に
や
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
年
約
１
，

０
０
０
万
円
の
国
保
税
の
住
民

負
担
が
、
７
年
間
毎
年
増
え
続

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
町
民

の
約
74
％
が
３
０
０
万
円
以
下

の
所
得
階
級
で
す
。
29
年
度
の

税
額
で
は
所
得
階
級
２
５
０
万

円
～
３
０
０
万
円
以
下
の
世
帯

で
年
１
万
３
，
２
２
４
円
の
値

上
げ
に
な
り
ま
す
。
所
得
階
級

０
円
の
方
で
も
年
５
４
２
円
の

値
上
げ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
値

上
げ
額
は
毎
年
上
が
り
続
け
ま

す
。
今
で
も
厳
し
い
生
活
の
中

で
、
命
を
守
る
最
後
の
砦
で
あ

る
国
保
税
が
値
上
が
り
に
な
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
ま

す
。

　

北
海
道
は
道
議
会
の
質
問
の

中
で
、「
法
定
外
繰
入
は
市
町

村
の
判
断
で
行
わ
れ
る
も
の｣

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。
法
定
外

一
般
会
計
の
繰
り
入
れ
の
解
消

に
取
り
組
む
と
し
な
が
ら
、
依

然
と
し
て
国
保
税
の
決
定
権
は

市
町
村
に
あ
る
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

　

本
町
で
は
、
町
の
独
自
の
施

策
に
よ
り
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
入
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
27
年
度
の
決
算

で
は
、
徴
収
を
あ
き
ら
め
た

い
わ
ゆ
る
不
能
欠
損
額
は
約

３
０
６
万
円
、
納
期
ま
で
に
収

め
ら
れ
て
い
な
い
い
わ
ゆ
る
収

入
未
済
額
は
前
年
度
分
ま
で
入

れ
る
と
約
５
，
７
０
０
万
円
も

あ
り
ま
す
。
改
善
さ
れ
た
と
言

え
、
27
年
度
の
納
入
率
は
84
，

１
％
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、

国
保
税
の
税
率
を
上
げ
れ
ば
町

民
の
生
活
は
一
層
苦
し
く
な

り
、
収
入
未
済
額
も
増
加
す
る

と
考
え
ま
す
。
国
保
事
業
が
都

道
府
県
化
さ
れ
て
も
町
が
提
案

し
議
会
も
認
め
て
き
た
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
を
行
っ

て
き
た
本
町
の
命
と
く
ら
し
を

守
る
施
策
は
変
わ
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
よ
っ
て
、
私
は
本
議

案
に
反
対
の
意
見
を
述
べ
て
討

論
と
致
し
ま
す
。

　

第
一
回
臨
時
会
で
は
、
２
件

の
選
任
と
２
件
の
専
決
処
分
が

提
案
さ
れ
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

意見書・討論・臨時会

第
一
回
臨
時
会

第
一
回
臨
時
会

（
４
月
26
日
）

（
４
月
26
日
）

専
決
処
分

深
見　
　

迪
議
員

　

次
の
４
件
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
意
見
書
案
第
８
号

オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
訓
練
の
中
止

等
を
求
め
る
意
見
書

◆
意
見
書
案
第
９
号

核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
会
議

に
参
加
し
、
条
約
実
現
に
真
剣

に
努
力
す
る
よ
う
求
め
る
意
見

書◆
意
見
書
案
第
10
号

学
校
給
食
の
無
料
化
を
求
め
る

意
見
書

◆
意
見
書
案
第
11
号

「
共
謀
罪
」（
テ
ロ
等
準
備
罪
）

の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書

見

書

意

討　
　

論
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賛否一覧・委員会報告

議　員　名

議案等の内容

舘
田　

賢
治

菊
地　

誠
道

本
多　

耕
平

平
川　

昌
昭

鈴
木　

裕
美

渡
邊　

定
之

川
村
多
美
男

松
下　

哲
也

黒
沼　

俊
幸

深
見　
　

迪

熊
谷　

善
行

後
藤　
　

勲

櫻
井　

一
隆

結　
　

果

原案可決

原案可決

原案否決

原案否決

原案否決

原案否決

議案第３６号
標茶町国民健康保険税条例の一部を改正する条
例の制定について

意見書案第９号
核兵器禁止条約の交渉会議に参加し、条約実現
に真剣に努力するよう求める意見書

議案第３７号
標茶町個人情報保護条例及び標茶町行政手続に
おける特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

意見書案第８号
オスプレイ飛行訓練の中止等を求める意見書

意見書案第１０号
学校給食の無料化を求める意見書
意見書案第１１号
「共謀罪」（テロ等準備罪）の廃案を求める意見書

× × × ○ × ○ × ○ ○ × × ×

× × × ○ × ○ × ○ ○ × × ×

× × × ○ × ○ × ○ ○ × × ×

× × × ○ × ○ × ○ ○ × × ×

○ 賛成　× 反対　退 退席　欠 欠席　（議長は、採決に加わりません。）

◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × × ○ ◯ ○

◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × × ○ ◯ ○

◆ ◆ ◆ ◆ ◆  平成 29 年第 2 回定例会賛否一覧 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

※これ以外の議案等は全員一致です。

標茶町議会広報調査特別委員会調査報告書標茶町議会広報調査特別委員会調査報告書
１. 調査事項
　　　議会広報発行に関する事項調査
２. 調査経過及び結果
　①　平成 2７年 6月 10日第 2回定例会において「標茶町議会広報調査特別委員会」が設置され、次のとおり
　　　委員の選出がされた。
　　　深見　　迪　松下　哲也　櫻井　一隆　黒沼　俊幸　川村多美男　菊地　誠道
　②　同日、第 1回広報調査特別委員会を開催し、正副委員長の互選を行い次のとおり決定した。
　　　委員長　深見　　迪　　　副委員長　松下　哲也
　③　標茶町議会広報の編集・発行要綱に基づき「しべちゃ
　　　議会だより」第 99号から第 106 号まで、8回の広報
　　　を発行した。100 号の発行時には、町長からの寄稿を
　　　含め、25年前、1992年（平成4年）5月 1日第 1号
　　　発行を振り返り当時の編集風景写真掲載など若干の記
　　　念特集を行った。なお、発行号数毎の委員会開催状況
　　　は、右記のとおりである。

３. 委員会所見
　・ 議事公開の原則に基づき、議会がその運営や活動の実態をわかりやすく住民に知らせていくという義務の一
　　端を果たすよう努力した。
　・ 編集では、レイアウトや見出し、写真などで工夫し見やすい紙面づくりや、用語の使い方、住民目線での広
　　報づくりを心がけた。
　・ 総括質疑の原稿が質疑の項目と答弁の骨子だけになっているが、以前のように質疑、答弁とも、原稿用紙 1
　　枚以内で内容を書き、住民により分かりやすい紙面の改善を図るべきと考える。
　・ 今まで、「議会だより」編集発行のための広報調査特別委員会の設置をしてきたが、「議会だより」の継続性、
　　重要性、編集作業の質と量を考慮すれば常任委員会にすることが望ましい。全道の議会広報研修会でも「特
　　別委員会というのは、永続性のあるものではなく調査が終了すれば終わるものであり、その点から常任委員
　　会化が望ましい」との指摘もあった。標茶町議会広報も常任委員会制度にし、町民に対する広報活動をより
　　向上させるべきと考える。

第99号

第100号

第101号

第102号

第103号

第104号

第105号

第106号

二 定

三 定

四 定

一 定

二 定

三 定

四 定

一 定

平成 27年８月１日

平成 27年 11月１日

平成 28年２月１日

平成 28年５月１日

平成 28年８月１日

平成 28年 11月１日

平成 29年２月１日

平成 29年５月１日

６/24,７/１

９/28,10/７

12/14,１/13

３/30,４/12,４/15

６/27,７/４,７/７

９/30,10/11,10/13

12/22,１/６,１/10

3/23,３/27,4/11,4/13

２ 回

２ 回

２ 回

3 回

3 回

3 回

3 回

4 回

10P

10P

10P

14P

10P

12P

14P

22P

議 会 発　行　日 編　集　日 ページ数編　集
委員会
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集

記

編

後

第
二
回
定
例
会　

議
会
日
誌
か
ら

　

第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
員

提
案
第
１
号
が
提
案
さ
れ
「
標
茶
町
議

会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
」
の
委
員
が

変
わ
り
ま
し
た
。

　

今
後
２
年
間
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の

編
集
は
新
し
い
６
名
の
広
報
委
員
が
行

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
で
き
る
だ
け
わ
か
り

や
す
く
、
議
会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
を

お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
回
の
１
０
７
号
が
新
し
い
委
員
会
と

し
て
最
初
の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
す
。

　

議
会
広
報
に
つ
い
て
お
気
付
の
点
や
、

町
民
皆
様
の
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
調
査
特
別
委
員
会

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
議
会

第
１
回
臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

第
１
回
臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

釧
路
町
村
議
会
議
長
会
５
月
定
例
会

全
員
協
議
会

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

議
会
運
営
委
員
会

第
２
回
定
例
会

議
会
運
営
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
議
会

第
2
回
臨
時
会

四
月
十
三
日

四
月
二
十
四
日

四
月
二
十
五
日

四
月
二
十
六
日

四
月
二
十
六
日

四
月
二
十
六
日

四
月
二
十
六
日

五
月
十
五
日

五
月
二
十
九
日

五
月
三
十
日

　
　
　

〜
一
日

六
月
二
日

六
月
六
日

　
　
　

〜
七
日

六
月
六
日

六
月
六
日

六
月
六
日

六
月
十
五
日

標茶町議会アドレス　 http://www.town.shibecha.hokkaido.jp/gikai/

委 

員 

長　
　

熊　

谷　

善　

行

副
委
員
長　
　

渡　

邊　

定　

之

委　
　

員　
　

後　

藤　
　
　

勲

　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

裕　

美

　
　
　
　
　
　

平　

川　

昌　

昭

　
　
　
　
　
　

本　

多　

耕　

平

常
任
員
会
等
の
構
成

常
任
員
会
等
の
構
成

　

平
成
29
年
４
月
26
日
の
第
１
回
臨
時
会
で
各
常
任
委

員
会
委
員
等
が
選
任
さ
れ
直
ち
に
正
副
委
員
長
が
互
選

さ
れ
ま
し
た
。

◎
委
員
長　
　

〇
副
委
員
長

◎
本
多　

耕
平　

〇
後
藤　
　

勲　
　

櫻
井　

一
隆

　

熊
谷　

善
行　
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